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lH的】
NDX- 1 (ニプロ羊I触 )をlHいて狩卜動脈及

び内シャン ト例でシングル_- トルダブルポ ン

プ透析 を施行 し､透析助】寺iと災irlLの).L本的1!1酌

について稚:l.する

lJj紘】
NDX- 1を川いて返血伽は_のアクセ スが111珊

な狩 ヒ軌脈.JiI.斤1.でIと巾シャン トAu朽iir1を対

象に透析勃'部 (紙上埠と KTJV)を晴.糾 した.,

【対壌】

アクセ ス胴雌なげ日払脈による約11:tを選択 した

患井1才Tと､内/ヤント!.Ll井1才,fT対して､子平

上動脈例では 511､Hl"rl､lJ1シャント例では411!fr川

30分の如拙を71った

NDX- 1についての.L跡y])

従来のシンダJLニー ドル比 と本姓i花の異なる点

は､fTT･l派側緩衡チ ャンバーには臥 された圧)Jセ ン

サーにより､助脈ポンプと静脈ポ ンプが交互に作

動 して脱 血とiLt血を繰 り返す.(図- 112)血

披rnl路には ドリップチャンバー以外にダイアライ

ザーを挟むように して､2個の緩衝チャンバーを

百し､(岡-3)り三.設定によるス トロークポ リュ

ウ-ムの表,-Jiができ､血液阿路内の血流 道は平均

血流亀として滋示され るO(図-4)
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【結果】

浮上動脈例では､ストロークボリューム50ml､

平均流量180m1/分の時にBUN除去率6

3.9±1.1%:KT/Vl.02±0.03

と高効率の透析が可能であった｡

内シャント例でも､ストロークポリェ-ム50m

l､平均血流量200ml/分の時にBUN除去率

61.2±0.69%:KT/VO.94±0.0

1の結果が得られた｡(義-1･表-2･表-3)

表-1

結果データ

SV(∩ヽl) 血東証I(rTd/mirt) 陰玉串- (%) KT/V

内シャントBI 40 200 58.7±0.6 0.89土0.0250 180 60.2土1_5 0_92土0.03

50 200 613土0.7 0.95土0.0ユ

浮上血脈Bt . 40 180 59.8士0_5 0_91土0.01
40 180 59.9士1.7 0_91土0.05

50 160 62.4士1_4 0,98土0.03

50 180 63.9土1.1 1.02土0.03

浮上動脈例における透析効率
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以上の結果により次の点が確認できた｡

※ストロークボリュームを多くすることによって

透析効率､KT/Vとも向上した｡

※血流をあげた場合､透析効率が上昇した｡

※より透析効率を上げるためには,ストロークボ

リューム､血流とも個々の症例に合わせて上昇さ

せることにより,高効率が得られた｡

【考察】

今回使用したNDX-1によるシングルニードル

ダブルポンプ法 (以下DPSN法と略)では､

①虚衝チャンバーにより血液回路内の圧力上昇を

緩衝することができ､脱血と返血の交互作動時

間を長くすることができる｡

②回路内の圧力により返血する従来法に比べ,静

脈ポンプにより能動的かつ容易に返血すること

ができる｡

③ストロークボリュームと平均血液流量を表示す

ることにより個々の症例に合わせた透析条件の

設定ができる｡

これらの特徴から従来型のシングルポンプシング

ルニードル法 (以下SPSN法と略)より高効率

の透析が可能となるものと考えられるO

従来のSPSN法での浮上動脈例では､血管内圧

が高いため返血抵抗が強くなり､返血がスムーズ

に行えず実質透析時間が短縮して､透析効率が低

下する卓例が報告されていますが､DPSN法で

は高効率の透析が可能であり､また内シャント例

でも同様の結果が得られた｡

DPSN法は､アクセス困難な患者に対して､穿

刺時の苦痛からくる精神的な負担を軽減すること

ができ､かつ高い透析効率が得られ､患者のQ0

Lを考えると､有効であるものと考えます｡

従来のシングルニー ドル法の本邦報告成績より優

れた透析効率が得られ有用な治療法と考えられま

す｡

【結語】

今回NDX-1を使用することにより浮上動脈､

内シャントへのDPSN法による高効率透析が可

能で､ストロークボリューム､血液流量､体外循

環血液量､血管への影響については､今後の検討

課題とする｡
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